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　町はこのほど、美郷町総合計画「美郷がいちばん、すきです美郷」に基づ
いた、それぞれの施策の満足度、成果や効果を把握し、今後のまちづくり
のための参考とさせていただくため、町民アンケートを実施しました。
　本紙では今月から３回にわたって、このアンケート調査でご回答いただ
いた内容をご紹介します。
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■調査の概要

調査対象●住民基本台帳から地区ごと、男女ごと、年代ごとに無作為抽出された、
町内に住む満20歳以上の方1,000人

調査方法●個人あての郵送による調査
調査期間●平成19年６月１日～15日
回収数●465通（回収率46.5％）

いまの場所に住み 
つづけたい 

84.9％（395人） 
 

町内のどこか他の 
ところへ移りたい 
4.7％（22人） 

 

近隣市へ移りたい 
2.4％（11人） 

 

県内のどこか他の 
ところへ移りたい 
1.9％（９人） 

 

県外へ移りたい 
4.1％（19人） 

 

不明 
1.9％（９人） 

住みやすい 
29.7％ 
（138人） 

 

どちらかと 
いえば住み 
やすい 
26.7％ 
（124人） 

 ふつう 
38.1％ 
（177人） 

どちらかといえば 
住みにくい 

3.9％（18人） 
 

住みにくい 
0.9％（４人） 

 

不明 
0.9％（４人） 

 

美郷町への定住意向は？

美郷町の住み心地は？

美郷のまちづくり
町民アンケート
調査結果
その1

調査の回答者について

　回答者の男女別は、男性が226人（48.6％）、女性が236人（50.8％）、不明が３人（0.6％）。
　年代別では、70代が139人（30.1％）と最も多く、次いで50代の87人（18.7％）、60代の85人（18.3
％）となっており、20代が35人（7.5％）で最も少なくなっています。
　職業別では、無職が135人（29.0％）と多く、ついで農林漁業88人（18.9％）、会社員70人（15.1％）
となっています。
　地域別では、千畑地区が155人（33.3％）、六郷地区が151人（32.5％）、仙南地区が156人（33.6％）
と、ほぼ３地区とも平均した回収数となっています。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

「今の場所に住みつづけたい」との
回答が全体の84.9％で最も多く、
「県内のどこか他のところへ移りた
い」が1.9％と最も少なくなってい
ます。
　なお、回答者全体の定住意向が
約９割を示す一方、20代・30代の
年代別回答では８割ほどにとどま
り、近隣市や県外への移住を望む
回答が、他の年代に比べて多い傾
向がみられました。

美郷町の住みやすさについては「住
みやすい」と答えた人が138人（29.7
％）、「どちらかといえば住みやす
い」と答えた人が124人（26.7％）
で、全体の56.4％の人が住みやす
いと答えています。
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施策ごとの満足度調査結果

道路交通体系の整備について

　回答者全体では、満足度が75.1％、不満
足度が21.1％となっており、満足が不満を
54ポイントと大きく上回っています。
　地域別にみると、仙南地区の満足度が
84.0％で最も高く、次いで六郷地区が73.5
％、千畑地区が68.4％となっています。

上下水道の整備について

　回答者全体では、満足度が71.4％、不満
足度が20.6％となっており、満足が不満を
50.8ポイントと大きく上回っています。
　地域別にみると、仙南地区の満足度が
78.2％で最も高く、次いで千畑地区が74.8
％、六郷地区が62.3％となっています。

住宅環境の整備について

　回答者全体では、満足度が75.1％、不満
足度が14.6％となっており、満足が不満を
60.5ポイントと大きく上回っています。
　年代別にみると、60代・70代の満足度が
76.8％で最も高く、次いで20代・30代が74.4
％、40代・50代が73.7％となっています。

役場（六郷庁舎）企画課　企画班　10187（84）4901

　このアンケート調査の詳細は次の施設、町ホームページでご覧になれます。
●最寄りの役場各庁舎（町民ホールなど）　 ●千畑交流センター図書室　●学友館図書館　●仙南公民館図書室

問い
合わせ

　次回は、「健やかなまち」「心豊かなまち」「人が
ふれあうまち」に関する内容をご紹介します。

文中における満足度と不満足度については、
満足度は「非常に満足」「満足」「やや満足」に回答した割合、
不満足度は「やや不満」「不満」「非常に不満」に回答した割合
をそれぞれ示しています。

施策ごとの満足度調査結果
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“快適なまち”をめざして

　　町の利便性を高める交通体系の整備、良好な生活を営むための上下水道などの整備普及、住環境の整備
　や冬季交通の確保など暮らしやすい社会を作るため、整備基盤を充実させ、快適なまちづくりに関する施策。

““自然にやさしいまち”をめざして

　　環境を守り、地下水をはじめとした資源を大切に保全する気持ちを醸成するとともに、公害を未然に
　防止し、生活に潤いを与えてくれる自然環境の保全に努めるまちづくりに関する施策。
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環境の保全について

　回答者全体では、満足度が81.5％、不満
足度が11.4％となっており、満足が不満を
70.1ポイントと大きく上回っています。
　年代別にみると、20代・30代の満足度が
87.2％で最も高く、次いで40代・50代が80.9
％、60代・70代が79.9％となっています。

廃棄物減量化と適正処理について

　回答者全体では、満足度が74.6％、不満
足度が17.6％となっており、満足が不満を
57ポイントと大きく上回っています。
　地域別にみると、仙南地区の満足度が
80.1％で最も高く、次いで千畑地区が76.1
％、六郷地区が68.2％となっています。

土地の計画的利用と保全について

　回答者全体では、満足度が67.1％、不満
足度が15.5％となっており、満足が不満を
51.6ポイントと大きく上回っています。
　男女別にみると、男性の満足度が73.0
％、女性の満足度が61.4％で、満足度は男
性が女性より11.6ポイント高い結果となっ
ています。

　総合計画に基づいた施策ごとの満足度をご紹介します。

非常に満足 満足 やや満足 やや不満 

不満 非常に不満 不明 


